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山口大学捜蔵文化財資料館

No. 山口大学
埋蔵文化財資料館だより

企商展《さわってみる歴史》第2回 i古代人の心の世界を、のぞいてみませんか． ｜

『古代人の信じたもの』展好評開催中！！
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期間 10月24日～12月10日
｛日曜祝日・土暇午後休館〕

場所壊滅文化財資料館

展示協力 人文学部ヨ骨古学研究室

女大大大大女みどころ大，It＊貴女女

埴輸（はにわ）と、死者への供え物

古代のアクセサリー

まつりに使われた道具

石や土僚に書いたお経

出
誕
の
形
を
し
た
慨
e



Q&A 原始の生活は快適だった！？
現在は昭和．では、 人類最初の時代lま？

！日石録時代と呼ばれる、 1万年前～約300万年前のたいへん長い期間です．人々はまだ

土僚という搬すら知らず、石や木・骨の道具しか持っていませんでした．テレビで知られ

る “はじめ人間ギャートルズ”が活践した時代と言えば、少しは身近に感じられるでしょ

うか．

当時の人々はどのように食料を被保したのでしょう．大前徒として人間は食べなければ

生きていけません．まず考えられるのが、動物を狩ること ・木の実などの採集、というこ

とです．狩猟したことは石の鎗や骨製道具の存在から分かりますし、採集したことも当時

食べられる植物が多かったことや、民俗例を含めると．間違いないでしょう．

これまで、かれらの生活は動物を追った頻然な移動生活という考えが方が主でした．肉

はおいしく栄婆も取れるので、間違いではありません．ただ、採集活・動も活発であったと

いう声があります．それは食料漁．を安定してとれるからです．狩猟対象の動物は移動しま

すが、総’物は動きません．霊堂'ill'な食料源としての森の近くにいれば、狩をしなくとも食料

が手に入りますし、そのような場所には動物も多く集まったことでしょう．しかし、定伎

はできません．継物の突がなくなってしまえば、移動も£，諜でした．彼らは、その突を全

て採り尽くす前に移動しました．それは、再び多くの突をつけさせるための手段ともいえ

ます．自然を嬢すことはしなかったのです．

住まいに関してはどうでしょう．者~合の良い洞窟などを見つけては移り住んだのでしょ

うか．日本ではif.11絡に住んだ例は数例で、 9tiJ以上は平原に、しかも感棋をもった彼らな

りの2誌があったのです．がっしり したものも多く、定住とまではいかないにせよ、数日間

fB紋品健史』 (1979）！~.
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!%lZ~翠 I資料紹介コーナー） %玄遺物からの「発見！! J :?I:%%~] 

とりがたもくせいひん

女鳥形木製品

鳥形木製品は農耕儀礼に関するものと推測されている．それは、 1るというものが『実母

（轄詰）綿J= （毅物の守護神）の使いとされる信仰を初め、鳥形木製品の出土する場所

や位t堂、日本の銅鐸・土器片に錨かれている烏と農耕関連風景のセットの図柄、また、中

国 ・朝鮮半島における銅製品に見る同機の図柄の存在からである．

白石i滋商事出土の鳥形木製品は、弥生時代の終末から古墳時代初頭のものと考えられてい

るが、鳥形木製品がそれをはめ込む柄と共に、しかも皐主主主まれたような出土状況にあっ

たことは、 J鳥形木製品の使われ方を示す一例であり、企旦韮のものである．近代朝鮮半島

で行われていた篤梓風習での使われ方と磁似しており、示唆するところが大きい。

稲作が生活の基盤であった弥生時代、またi5咳時代にあっては、張作と凶作では雲泥の

差が生じた．凶作時＝死という事態にもなり得た．人々は常に登穏を祈願し、農耕祭を盛

大に行なった．受作・凶作は天候に左右されるものだが．当時はそれも神の仕業であった．

人々は神へ祈った． しかし、神は天に居り、直後会うことはできない．そこで、羽をもち、

神の世界（~）へ行ける烏は唯一神に仕えるものとされ、神と人間との様皇賞しとして尊ば

れた．このように、農耕儀礼においては、烏（形） I土不可欠なものであった．蛇足である

が、山口市にみる f実接j という地名は、先に述べた「穏詰Jの名残と者えられる．

↓ 

車重量rtlH島民指•lSJ
(1954）挑，

との“鳥形木製品”は、ぜいま展示中です．
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考古学今昔物語
東京都対説教科書にもでてくるこの有名な遺跡の発瓶」盟血低ιが、日本にお

ける考古学という学問の始まりです．簡単に言ってしまえば、発』簡を指嫁したアメリカ人

モースのいわば“給入学”でした．考古学はもともと、ヨーロッパに起阪をもつもので、

現在、多くの図々で研究されていますが、考古学が進んでいる図は平和な鼠です．これは

平和であるからこそ考古学ができるという袋裏一体をなすものです．

認をぐっと新しくしましょう．

きらびやかな遺物を出した奈良県藤ノ氷念総 テレビでご覧の方も多いと思います。発

掘調査とは、古墳ばかりを鋸るものではありませんが、現在、日本全国で一年間どれくら

いの制査がなされるのでしょうか．その数はざっと器盤底品主斗・ 1若かれた方も多いでし

ょう。

1960年代、高度成長期とあいまった開発ラッシュは、数多くの遺跡を綴り起こしました．

初めは、そのまま遺跡が島書された場合もありましたが、現在では、遺跡の存在Eが錐3帯され

る土地については、工事毒事を行なう渇合、主主主羊阜締査を行なう（緊急調室）システム

になっています．

また．緊急測王監とは別に、 学術潟査があります． これは、開発行為に関係なく行なうも

ので、先の大議員療の調査はこれに当たります．今日、緊急調：まの数は膨大で、よって、

得られる資料も膨大かつ食重です．しかしながら、調査終了後には遺跡は姿を消すことが

ほとんどで、こんなすばらしいものを出した古績を見に行こう、と思っても、すでにピル

が建っていたりもするわけです．ここには、 「遺跡の保草子と関発』というなかなか難しい

問題があります．

出正l阜畠阜、国道9号線のバイパスにー箇所とと主必があ

るのをど存じの方も多いと忽いますが、なぜあそこだけ山を

削らず、トンネルを作ったのでしょう．それは 「型車理基底J

という遺跡をその場に保存しであるのです．この遺跡は企図

的にも非常に災1IIなものであったため、保存が叫lまれました． ど

しかし、バイパスをつくるととも大変重要なことでしたので、

遺跡を療すことなく、バイパスを過すため‘蓮華旦ヱにトン

ネルを作ったわけです．

その時は多くの費用と、てまひまをかけたことになります

が、現在遺跡一帯は、 市民の学習・mいの畿として生まれ変

わりつつあります．
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舗の出土状況
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日本は火山地帯である．今から l万年以前（旧石~時代）の活動は特に滋しかった．ま

た土療が酸性を帯びているため当期の遺物は、石を除き骨や木など有機質のものは腐って

土緩化している．この点では諸外国に比べ、非常に不利な状況にある．だが逆に、有効利

用できる点もある．すなわち！日石｜ ー シリ ーズ． ｜綴時代の遺物が含まれる地層

では、数種の火山灰層もその様成 1 1支 えホ｜ 員であり、降灰年代を特定す

3 ることで、遺物の年代カ唯鐙づけ

で確認されるならば（広島長火山灰）

られる。肉ー火山灰が広範閤

検討ができ、地域主査が追及できる引

きるものは多数あり、中には日本

度開査の教5聖書匹縫合棟地区では、 目

前期にあたる）の広域火山灰が翁 1-1' 
e
川山門

より多くの資料の下で比較・

これまで、降灰年代が狩定で

全国を覆うものもある．昨年

今から6300年程前（縄文時代

摘されつつあり、年代決定に反ー
重要な指標となっているが、地事哲学の函では土療の形成など、療時Zを知る大きな手がかり

でもある．なお、最近では、約1000年前（平安時代）の火山灰も捉えられ、比較的新しい

時代の研究にも寄与している．

［次号は・・『翁石学と考古学 一石のH€fl!!推定一』 ］

J誕須野挙管会多 叩~~／／－’f句作”＇~，，，扮f＇~／＜＇
(Ill帥百5当＂8庁～10.庁f仏〆九川町，，.；，； ，，，，；，；，，，，，，，.汗；，.i:.... ,~,,,,,, .,. 

元大調査・・ ・立会制査l件を、下記の学内工事に伴い笑施． 事

教育学部脚光小学校電気配線に伴う支柱基礎工事（8月26日）・・顕著な知見なしら

加資料収集……蛸fl(t:：泌） ?: 

: 当館には古墳時代のものと思われる紫焼のイイダコ鐙四，制t収蔵されている．比較資？

イ料とするため、山口市秋穂町で現役のイイダコ径の収集を行った．七点を譲り受けたが子

当地では約10年前から耐久性に優れたプラスチック製カ湖周され、やきものの蝋鐙はM
Z誌に姿を消す運命にある． 白 巴 a ，川島 伊 勿

6EZ·~ A・モ~－：~・円とうピ 戒純国，1'Jt.号 制 仇 繍8‘ －向通白書il:i.－；－＜~. .:.I圃・i?f:~ .
;( 州 ιなU.IP：僻 でl!MM.4必 司区若富田正~f幽・・・監事’e ち

時も暗躍、主ζイイダJtbt色白であ｛，，

一て彰 司明暗区 % 

:,It~音量~~童［8月～10.§J ι プ－~： 2凡例：［発行所｛個人寄贈者）〕… 『替名』 弘

主［新潟県大潟町教育委員会］ … 『丸山遺跡』

［筑波大学援史・人類学系］・・ 『歴史人類第16号』

［立正大学文学部考古学研究室］… t江戸・仙台坂遺跡（1）』『考古学研究室袋線 第

24号』

［南山大学人員買学博物館］… 『紀要 8 飽回旭古墳』 『紀要 9 平田古寝群』

『紀聖書 10 高蔵貝原田 』

宇

ぞd， 
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［同志社大学考古学研究室1・『同志社大学考古学シリーズ W 考古学と技術』

ι［奈良大学文学部考古学研究室］・.. O'文化財学報第S集 』 F菅原遺跡』

［（財）枚方市文化財研究調査会］一 『枚方市文化財年報 var』

［島根県江主主市教育委員会 ・浜国市教育委員会］… 『大平山遺跡群調査報告番』

［山口布教育委員会］… 『瑠璃光寺跡遺跡』

［（財）北九州市教育文化事業団経蔵文化財調査室］・・『埋蔵文化財調査室年報 4 昭

和61年度』 『徳カ土地区画豊富理事業関係調査報告 I』 f上徳カ遺跡』

『J防線・原遺跡』 『有者機貝塚』 『寺図遺跡』 『菊水町遺跡』 『砥石坂遺

跡・上清水遺跡・新池坂本遺跡』『西池ノ内遺跡』 『賞川遺跡 l』

［大分県立字佐風土記の丘歴史民俗資料館］… 『宇佐風土記の丘歴史民俗資料館年報

1987』

， 

χ 
〆
持

ω、都市教育委員会］… 『小郡遺跡』 『小書官遺跡 E』 E小都中尾遺跡』『三国の鼻遺 沢

同事 W 』 『検隈狐毒事遺跡 W 』 『大板井遺跡 vn』 『法古生

主時遺跡 E』 『鈴限l号領』 『稲吉元矢~遺跡』
総.~征二氏 『小路遺跡周辺の第四系』 『小路遺跡抜刷』 「問問片川遺跡における炭

質物と＂ C年代J O'山口県の自然第5号別刷』 「問問片川遺跡周辺の

地質」 『間関片川遺跡敏刷』「吉南地域東部の更新鋭J 『岡村量産彦先生

退官記念誌抜勝ljJI r秋穂町の地形と地質J 『秋穂町史銭刷』

J縫母車種醤'.W.！..~~－－－－• ..！~－鈍2竺生3...£.翠塑置とこ乞二ごここここー
司・＊ * * * * * ＊・・＊ .・・＊＊・・.* .・ e事＊割修司院 a・調跡調院・＊ .・・・・＊ * ＊羽隊司..
・ 本冊子は、各講座、教1fにー都ずつ配布していますが、ぜひ学生偶人でもお持ちい・

・ただきたいと考えています．当館で配布しておりますので、ご希望の節は気軽にご来・

·~下さい．また、各学部事務室にも霞いてありますので、ご自由にお取り下さい． － 
• * ＊刻院本酒彫刻院移＊ * * * .，調跡 調隊＊測隊司憶測隊・ e・＊・・ ＊刻修司＇ ＊・＊ ..・調...・＊ ＊・・・R

編集余話

この軍事い中、秋の号ーというのも

時期はずれな感じですが、今回い

かがでしたか．専門用昔話は一切使

わず、 どなたにでもおわかりいた

だける内容だと思います． 文字数

がタく、どうも・・という方、もう

ー皮チャ レンジしてみて下さい．
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